
　８月２６日（土）須賀川の花火大会が４年ぶりに開催されました。打ち上げ場所に近い中宿橋 　教育講習の基本的日程は毎年ほぼ同じです。
近くで見ましたが、人が多いのにはびっくりしました。ウルトラマン・スターマインなど見事な花火 この通信を作成するにあたり、昨年の９月号を見
でみなさん夏の一夜を楽しんでいたようです。 ると、今年の講習実績と全く同じ「職長教育」　と
　今後もしばらくは暑い日が続くようですが、季節は確実に進んでおり、今年も残り４か月。協会 「職長・安責者教育」の２件報告されていました。
にとっての一大イベントである安全衛生大会（須賀川地区大会＆県大会）の開催まで１か月と 　受講者数を比較すると、製造系の「職長」教育
なり、９月はいろいろと忙しい月になりそうです。 は昨年とほぼ同じでしたが、建設系の「職長・安

責者」教育はわずか５人でした。
　採算面では厳しいところですが、実施をさせて
いただきました。講師の先生方も熱心にお話して

　例年ですと９月の中旬に理事会を開催し、 活動中間報告、 いただき、受講者も「職長・安責者」の責任の重さ
会計状況の報告、地区安全衛生大会に向けた表彰関係の を自覚していただいたようです。
審議を行っております。今年の理事会の議題も例年と同様で 　講習会の開催に関して、協会として広報の強化
はありますが、開催時期が半月以上早まって８月の２８日（月） や教育内容の充実を図らなければならないと考え 　＜この写真は「職長」教育＞
に開催をいたしました。 させられました。
　県大会が１０月の５日に開催されることから、それに合わせ
て須賀川地区大会の日程が２０日程前倒しになっており、
案内書の送付や表彰事業場の選定、功績者の確認などす
べての日程が早まっております。 　事業場としてリスクアセスメントの実施は「努力義務」であり、多くの事業場で実施されています。
　月末の忙しい時期の開催となりましたが、理事・監事の皆 　そして、安全データシート（SDS）が発行される化学物質を取り扱っている事業場ではリスクアセスメント
さんの協力を得て、 上記の報告事項及び安全衛生大会に の実施が「義務化」されています。
おける表彰関係の審議事項は承認をいただきました。 　昨年に引き続き事業場単体での講習会のご用命をいただき、実施いたしました。近年、化学物質に関
　事業活動報告及び会計報告についてはこの通信では紙 する法改正が頻繁に行われており、事業場における化学物質に絡むリスクアセスメントの重要性はます
面上の制約もありますので、少し時間をいただいて後日ホー 大きくなっております。
ムページに掲載をいたします。

　福島労働局が毎月発行しているメールマガジンを受取っております。いただいた情報は協会のHPに
掲載をしておりますので、須賀川労働基準監督署・基準協会からの情報とともにチェックをお願いします。
　この通信では９月１日にいただいた情報から、「最低賃金」の改定についてお知らせします。
　前頁の理事会でも、須賀川労働基準監督署の伊藤署長から最賃の額が９００円（+４２円）に引き上げる
との答申が提出され、１０月１日から効力が発生すると説明がありました。

　先月の定期資料配布時に 「須賀川地区産業安全衛生大会」及 　最低賃金については毎年１０月に改訂され、産業界では重要なニュースとして大きく取り上げられます。
び「福島県産業安全衛生大会」の案内書を送付しておりますので、 今年の最低賃金は昨今の物価高から大幅に引き上げられるのではないかと憶測されていましたが前年
詳細をご確認いただき、ご参加をご検討ください。 比で+４２円と大幅に加算され、９００円 となります。
　前回、須賀川市で県大会が開催されたのは平成２５年のことで
１０年前になります。この間コロナ禍で２度中止となり、昨年白河 　一方、最低賃金引上げのため、企業に対する「業務改善助成金」制度が拡充され、対象事業について
で再開を果たし、続いて須賀川での開催となります。 事業場内最低賃金と地域最低賃金の差額が３０円から５０円以内に拡大されます。５０人未満の事業者
　地元での県大会開催に際し、須賀川労働基準監督署としても　 は賃金引き上げ後の申請も可とする。助成率の区分を３０円引き上げるなど。
須賀川労働基準協会としても大勢の方に参加していただき大会 　詳細は厚労省のホームページから「業務改善助成金拡充リーフレット」をご確認ください。
を盛り上げたいと願っております。
　両大会のスケジュールは須賀川地区大会が午前１０時３０分か 　他にも「ハラスメント対策セミナー」のZOOMによる無料開催や「働き方改革」で建設業、トラック・バス・」
ら午前中で終了し県大会は午後１時３０分から開催いたします。 タクシードライバー、医師の時間外労働の上限規制に関する広報もあります。
　会場はいずれも「須賀川市文化センター」ですが須賀川大会
は小ホールにて開催し、県大会は大ホールでの開催となります。   　＜１０年前（平成２５年）の

須賀川での福島県大会＞

９月  ５日（火） 衛生週間実施説明会
９月１５日（金） フルハーネス型墜落制止器具特別教育

　 「安全週間」 に比べると少し地味な印象がありますが、１０月１日から１週間は「全国衛生週間」となっており ９月２７日（水） リスクアセスメント講習会
今年で７４回目を迎えます。説明会は第１部として、職場の衛生・健康管理を維持改善するために事業場として　　 ９月２７日～２９日 全国産業安全衛生大会（名古屋）
衛生週間に向けて、何を実施して行くべきかについて監督署の山野監督官から説明をしていただきます。 １０月５日（木）　午前 須賀川地区産業安全衛生大会
　第２部では昨年に引き続き、職場にとって大きな課題である「メンタルヘルス対策」に関して、ふくしま医療セン　 １０月５日（木）　午後 福島県産業安全衛生大会
ターこころの杜の鈴木峻介さんから日々の経験を踏まえて、実務的な対応についてお話をしていただきます。 １０月１２・１３・１５日 玉掛技能講習
福島県は自殺者の割合が全国平均を上回っており、身近な課題としてとらえ話をお聞きしたいと思います。 １０月１８日（水） 化学物質管理者講習に準ずる講習（新たな講習）
　お二人から説明資料をいただいておりますので、許可を得て、ホームページに掲載をさせていただきたと考え １０月２６・２７・２９日 床上操作式クレーン技能講習
ております。 １１月６日（月） テールゲートリフター特別教育（新たな講習）

　【 福 島 県 産 業 安 全 衛 生 大 会 】　１０月５日（午後　１時３０分）

【８月の活動報告】　　

【 ９月、１０月の活動計画 】　　

　【 衛生週間実施説明会 】　　９月５日

　＜事業場単体での教育講習＞　　大内新興化学工業（株）でリスクアセスメント講習

【 理事会の開催 】　　８月２８日

　＜教育講習の実績＞　職長教育、職長・安責者教育

＜大塚会長の挨拶＞

【 福島労働局からの情報提供　】　　　全容は協会HPに掲載

【 今後の須賀川労働基準協会の活動予定　】

　【 須賀川地区産業安全衛生大会 】　１０月５日（午前１０時３０分）

須賀川労働基準協会通信 令和５年９月


